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716　　 微生物に おけるポ リリン酸代謝制御機構の 解明 と利用

　　　　　○ 黒 田章夫 （広大院 ・先端物質科，科技団 さきが け兼任）

ポ リ リン 酸 は 数 百の リン 酸 が 高エ ネル ギーリ ン 酸結合 に よっ て 結合 した 無機ポ リマ
ーで あ り、多 くの 生物 の 中に 存

在す る。大腸菌 に お い て、ポ リ リン 酸が定常期 の 生き残 りに必要 で あ る こ とが示 され て か らその 生 理 作 用 が 注 目 され

始 め た。本 研 究 で は、大腸菌の ポ リ リン 酸 （約 700個の リン 酸が直鎖上に結合 した もの ）蓄積が ア ミノ 酸飢餓 で 起 こ

る ス トリン ジ ェ ン ト応答 （緊縮応答）に関係す る こ と、そ して ポ リリン 酸 が ATP 依存性 プ ロ テ ア
ーゼ Lon に 結合 し

て 、巨大 な複合体の 形成を促進 し、遊離 リ ボ ソ
ーム タ ン パ ク質 の 分 解 に 関係す る こ と を 明 ら か に した D 。こ れに よ

り、ア ミ ノ 酸飢餓 の 際、古い タ ン パ ク質 の
一

部が積極的 に 分解 され て適応 に 必 要 な酵素 に 作 り変 え るメ カ ニ ズ ム の
一

端 が 明 らか に な っ た。ま た、い くつ か の ポ リ リ ン 酸 蓄積 に 関 与す る 遺伝 子 を明 らか に した。リ ン を蓄積す る細菌は、

富栄養化 の 原 因物質で あ る排水 の リ ン を除去す る 技術 の 中で 使 わ れ た り、士壌に お い て 植物ヘリン を受 け渡す 土壌バ

イ オ マ ス 中の リ ン の プ
ー

ル と して 重要な働きをす る こ と が 示 され て い る。本研究 の 応 用 と し て、ポ リ リン 酸蓄積 に 関

与す る遺伝 子 を改変す る こ と に よ っ て 多 くの 細菌 に お い て ポ リリン 酸蓄積株を 自由 に 作 り出す こ とに成功 した こ と

を紹介す る n
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717 ア ラ キ ドン 酸生産性糸状菌 Mortierella　alpina 　IS・4 よ
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【目的 】M ω 惚 彫 伽 α切π α IS−4 を変異処理 した結果、パ ル ミ チン 酸 （且6： 

を 著量蓄積 す る変異 株 Ml を得 た。　 Ml 株で は 親株 にみ られな い パ ル ミ ト

レ イ ン 酸 （16 ：la）7） 、バ クセ ン 酸 （18：1ω 7） が菌体内 に 蓄積 し、さらに

16 ；1ω 7 が 種 々 の 反 応を 受 けて ユ ニ
ー

ク な （：18、C20 高度不 飽和脂肪 酸 へ
と変換 され る 。Ml 株 の 脂肪 酸生合成経路 の 解 明を目的と して 、未知 脂 肪

酸 の 同 定 を 行 っ た。
【方 法 ・結 果 】我 々 は これ まで に 、M1 株 に は親株 にみ られ ない ユニ ーク な

脂 肪酸生合成経路が存在す る こ とを明 らかに して きた．今 回新た に Ml 株

が 生産す る未同定脂肪 酸を HPI ，C に よ り分取 し、　GC ．MS 、　 IH −NMR 分析

に供 した 結果 、A5，8，11，！4 位 に二 重結合を持つ 18 ；4 ω 4、　AIO ，t3，16 位 に
．’一

重 結 合を 持 つ 20：3ω4 で ある と1司定 し た．18 ：4 ω 4 は す で に 1司 定 済み の

18：Sco4が Zi5不飽和化 反 応 に よ L）、また 2（1：3 ω 4 は 18 ；3 ω 4 が鎖長延 長化

され て 生合成 された もの と推測 され た 。

【目 的】M ．atpina 　I　S−4 か ら誘導 され た変異株 Ml は 、　n −4 系 、　n −7 系の 高度

不 飽 和 脂 肪酸か ら成る ユニークな脂質 を蓄積す る。今 回 、Ml 株 を変異処

理 す る こ とに より、油脂を 菌体外 に 漏 出す る変 異株 YM19 が得 られた．そ

こで 本菌の 菌体外脂質生産 性に つ い て 検討 した の で報 告す る。
【方 法及 び 結果 】Ml 株 の 胞 子を ニ ト ロ ソ グ ア ニ ジ ン 処 理 して 得 られ た

YMI9 株 を寒天 培地で 生育 させ る と、　 Ml 株 で は コ ロ ニ
ー

全体 が菌糸で覆

われ るの に対 し、YMI9 株 は トリア シル グ リセ ロ
ー

ル （TG ）を含有す る小

胞 に よ って 覆われて い た 。菌体 外 脂 質 の 主 要脂 質は TG で 、その 脂肪 酸組

成 は ア ラ キ ドン 酸の 割合が 若 干 高 い もの の 、菌 体内脂 質の 脂肪 酸組成 とほ

ぼ 同様 で あ っ たe 脂質の 漏 出量 は 、最 適条件 下 （8％ グル コース 、0．6％ エ

ス サ ン ミ
ー一

ト、pH 　6．5）で 培養 140 日 に．親株 IS−4 株か ら誘 導 した 油脂

漏 出性変 異株 V6 株
1・2｝が 1、40　mg 〆ml で あるの に 対 し 、　YM19 株 で は 4．50

mg ！m1 とな っ た 。
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